
日本化学工業協会 安全シンポジウム 資料
無災害を継続するために

日本化学工業協会 安全表彰会議事務局様

2020年10月15日

ＤＩＣグラフィックス株式会社
東京工場製造グループ
九州製造課 工藤史明
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DICの事業の歩み
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印刷インキ事業の拡大 印刷インキ、有機顔料、合成
樹脂をベースとした多角化

M&Aによる
グローバル化の追求

コアコンピタンス
への集中

1908 2020

川村インキ製造所として
創業

Sun Chemical社の
グラフィックアーツ
部門を買収

1986 2008
創業100周年を機に
DIC株式会社に
社名変更

大日本インキ化学工業
の発足

1952
米Reichhold社との合弁出資
により日本ライヒホールド
化学工業(JRC)を設立

19621908 2016
中期経営計画
｢DIC108｣スタート

1999

100%植物油インキ
(Naturalith)を開発

オフセットインキの製造
を開始

1915

シャープの液晶電卓に
DICのネマティック型
液晶が採用

1974 1980

PPSコンパウンドの
生産を開始

2010

突出した輝度を有する
カラーフィルタ用グリー
ン顔料(G58)を開発

1952

合成樹脂事業に本格参入有機顔料の国内初の自給
生産を開始

1925

オフセットインキ
グラビアインキ
新聞インキ

印刷インキ

顔 料

樹 脂

フレキソインキ
包装用接着剤

インキ用顔料
塗料用顔料

アクリル樹脂
ウレタン樹脂
エポキシ樹脂

M&Aによる
グローバル化の追求

リキッドインキ

接着性材料

包装材料

機能性コンポジット

感性材料

オプトロニクス材料

接着性材料

感性材料

表面保護材料

リキッドインキ

包装材料

機能性コンポジット

今日のコア製品群
液晶材料

不飽和ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ樹脂
水性樹脂

包装用フィルム
工業用粘着テープ

樹脂着色剤
繊維着色剤

カラーフィルタ用顔料
化粧品用顔料・光輝材

化粧板・建材製品
中空糸膜モジュール
ヘルスケア食品

UV硬化型樹脂
有機無機ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ樹脂

インクジェットインキ
ＰＰＳコンパウンド



DICのトップシェア製品
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印刷インキ・有機顔料・PPSコンパウンドをはじめとするDICグループ製品は
様々な分野でグローバルに活躍しています。

印刷インキ

DIC

世界シェア

No.1

有機顔料

DIC

世界シェア

No.1

PPSコンパウンド

DIC

世界シェア

No.1

30% 20% 27%



北海道支店（札幌市）

四国支店（高松市）

販売拠点

生産拠点

北陸工場（白山市）

宇都宮工場（栃木市）

群馬工場（邑楽郡）

鹿島工場（神栖市）

東京工場（板橋区）

千葉工場（市原市）

小牧工場（小牧市）

九州製造課（福岡市）

鹿児島営業所（鹿児島市）

九州支店（福岡市）

中国支店（廿日市市）

大阪支店（大阪市）

京都支店（京都市）

名古屋支店（名古屋市）

北陸営業所（富山市）

静岡支店（静岡市）

本社（中央区）

東北支店（仙台市）

新潟営業所（新潟市）

DICグラフィックス株式会社 事業所一覧
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ＤＩＣグラフィックス株式会社 九州製造課について
事業所名 ＤＩＣグラフィックス株式会社 九州支店
所在地 福岡市博多区東那珂１丁目１５番４８号
代表者 九州支店長 冨永 詞人（トミナガ ノリヒト）
従業員数 ２5名（２０２０年４月１日現在）
事業内容 印刷用インキ等の製造及び販売
主な品目 オフセット印刷用インキ

グラビア印刷用インキ
■九州製造課
操業年月： 1958年12月操業開始
主要事業： オフセットインキ、リキッドインキ、

金属インキ等の製造
従業員数： 社員6名+協力会社4名

50年9ヵ月の無災害継続記録が認められ、日化協安全優秀賞を受賞。
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ＤＩＣグループの安全に関する取り組み（１）
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【社長ポスター】
安全操業最優先は、DICグ
ループの経営の根幹です。
この会社の意思を示すため、
猪野社長安全宣言ポスターを
製作しました。

私たちは、安全操業を最優先
で実施するために『安全基本
動作』を正しく理解して確実
に実行し、当事者意識を持っ
て事業活動を遂行します。



ＤＩＣグループの安全に関する取り組み（２）
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【安全基本作】
『安全基本動作』は、DICグルー
プに受け継がれている安全作業、
安全行動のための情報であり、
事故・災害を防止するための基
本が示されています。

初版は1986年に作成され、2019
年に現在の第5版が発行されてお
ります。
2015年には、「安全基本動作輪
読版（第4版）」ができ、毎日読
み合わせ、内容を確認して最後
に指差し唱和で締めています。

【安全基本動作抜粋】



ＤＩＣグループの安全に関する取り組み（３）
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【安全基本動作輪読版抜粋】 安全基本動作輪読版から
安全意識の高揚



ＤＩＣグループの安全に関する取り組み（４）

COPYRIGHT © DIC CORPORATION ALL RIGHTS RESERVED. 9

【過去事例から学び、実践しよう運動】
2018年に重大災害を含め多くの事故が発生し、生産統括本部長である古田常務
が「過去から学ぶ意識が薄い」ことを憂慮して、この運動をスタートしました。
資料も自ら作成し、毎月配信されるこの資料をもとに、支店長朝礼にて内容を
説明して、過去と同様の事故を繰り返さないように注意喚起を促しています。



ＤＩＣグラフィックス九州製造課 安全に対する姿勢

■ 安全基本動作の遵守
ＤＩＣグループの社員が安全を得るために必要な行動が
示されており、何があっても遵守しなければならない

■ 決められた手順・ルールの遵守
社長安全宣言ポスターにも示されており、社会から信頼
される事業所となるために、「決められた手順・ルールを
決められた通りに完全に遵守」し、無事故・無災害を達成
する

合言葉は「安全最優先」
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ＤＩＣグラフィックス九州製造課 安全活動

 安全衛生委員会の開催
 職場パトロール
 KYの実施
 ヒヤリハット
 作業手順書の見直し
 教育・訓練
・保護具着用基準教育
・協力会社への安全教育（災害発生後の教育）
・安全体感教育
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職場パトロール 対策事例（１）
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【落下防止チェーン設置】
原料置場でラックを使用して
おり、地震発生時の対策が無
く原料落下のリスクが大き
かった。
「継続的に実施できる」対策
としてチェーンを設置した。
皆で協議して決めた対策なの
で、チェーンの外しっぱなし
などが無く徹底され、単なる
地震対策だけではなく、有事
の対応の意識向上へとつな
がった。



職場パトロール 対策事例（２）
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リキッド現場事務所
【ウォーターサーバー設置】
現場は、建屋の老朽化により
全館冷房は難しく、真夏には
40℃を超える場所での作業
は熱中症のリスクが非常に大
きかった。
作業者が休憩する現場事務所
の冷房をこまめに調整すると
ともに、ウォーターサーバー
を設置して、水分補給と同時
に塩分補給が可能な環境を
作った。
水分・塩分補給がしやすく
なったため、健康状態が保た
れるようになった。



職場パトロール 対策事例（３）
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【危険・禁止行為の
根絶啓蒙】
防毒マスクを首から
ぶら下げている作業
者がいたので、その
場で注意するととも
に、禁止行為の根絶
啓蒙表示を行った。
防毒マスクを首から
ぶら下げっぱなしに
している者はいなく
なった。



KY活動
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実施した項目
・パレットからの荷降ろし作業
・ホイストクレーン作業
・事務所レイアウト変更時の危険個所
・台車からの荷降ろし作業
・フォークリフト作業
・粉体原料仕込み作業

九州製造課はでは、荷降ろし作業、
仕込み作業、リフト走行作業などについて
ＫＹ活動を推進している。



ヒヤリハット活動

COPYRIGHT © DIC CORPORATION ALL RIGHTS RESERVED. 16



教育・訓練：保護具着用基準（現場内掲示）
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九州製造課課 保護具着用作業一覧 リキッドカラー ※保護具は着用義務ではないが、作業による脱着の手間を省きたい場合、汚れ
から守りたい場合は着用可とする 2020.8.26

保護具
ヘルメット 保護メガネ 静電ライン

パーム手袋
ポリウレタン
製 ゴム手袋

ポリエチレン
手袋

防毒・防塵
マスク ケプラー手袋 エプロン

作業名

生産

溶剤小出し作業 〇 〇 〇 ※ 〇 ※

柄杓使用の仕込み作業 〇 〇 〇 ※ 〇 ※

石油缶原料仕込作業 〇 〇 〇 ※ ※ ※

ドラム原料仕込み作業 〇 〇 〇 ※ ※ ※
P.ll.値2以上原料、眼刺激性 〇 〇 〇 ※ ※

原料取扱い

特定化学部室取扱い 〇 〇 〇 〇 ※

顔料仕込み作業
〇 〇 〇 ※ 〇 ※

粉体原料仕込み作業 〇 〇 〇 ※ 〇 ※

サンプリング作業 〇 〇 ※

柄杓での充填作業
〇 〇 〇 ※ 〇 ※

充填 ポンプでの充填作業 〇 〇 〇 ※ ※

洗浄

充填中のフィルター交換 〇 〇 〇 ※

撹拌機洗浄作業 〇 〇 〇 〇 ※

タンク洗浄作業 〇 〇 〇 〇 ※

柄杓・バットなどの洗浄作業 〇 〇 〇 〇 ※
充填ポンプ洗浄作業 〇 〇 〇 〇 ※

溶剤を使用しての床清掃 〇 〇 ※ ※ 〇 ※
オートプルファー洗浄作業 〇 〇 〇 〇 〇 〇
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教育・訓練：運送会社社員の災害発生後の教育-１
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2019年12月に運送会社の作業者が、事業所敷地内で「パレット
上のドラムを荷役中にドラムを倒してしまい、足の上に落ち足の
甲を負傷」する災害が発生した。
自分事として捉え主体的に運送会社に対し、教育を実施した
（主管は日立物流ファインネクスト社）。
[内容]
（１）座学
①ドラム缶荷扱い安全作業ポイント
②ドラム缶荷役作業（ビデオ）
③危険予知演習
（２）体感教育
・ドラム缶を使用して、体感教育
（３）纏め



教育・訓練：運送会社社員の災害発生後の教育-２

COPYRIGHT © DIC CORPORATION ALL RIGHTS RESERVED. 20

■ 実技指導

■ ドラム缶転倒時の体感教育
安全靴にドラムが転倒した事を想定し、安全靴に竹を入れ衝撃を確認



教育・訓練：運送会社社員の災害発生後の教育-3
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■ ドラムクリッパー使用教育

■ ドラム扱い時安全ツール使用教育、安全靴プロテクター



教育・訓練：安全体感教育
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【溶剤爆発】 【滑る傾斜路】

【ロール巻込まれ】【残圧カプラー】

【安全体感教育】
DICにおいては、埼玉工
場近傍にレスポンシブル
ケア部が管轄する安全体
感研修室があり、DICグ
ラフィックス東京工場に
も体感施設がある。
レスポンシブルケア部が
管轄する体感機器は貸し
出し可能なので、2021
年は事業所内に設置場所
を設け、体感教育を実施
する予定である。



朝礼時「ゼロ災で行こう」指差し唱和の継続実施
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安全教育の繰り返し

■ 安全基本動作には、安全衛生教育や保安防災教育の基
礎になる内容が数多く掲載されています。従業員の定
期的な教育・訓練に加え、新入社員や配置転換者、派
遣社員、パート社員の受入時教育にも活用し続けます。

■ 安全に関する教育は、即、効果的で、全員が１００点
で合格してもらわなければなりません。指導者は効果
的で実践的な教育が求められ、そのために教育者は、
熱意・経験や知識だけでなく『教える技術』として、
安全体感教育や災害事例などを活用し、分かり易く安
全の重要性を伝えるように致します。
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最後に

この受賞は、これまで九州製造課に携わってくださった
皆様が、安全に対し真摯に向き合い活動してきた証であ
り、身の引き締まる思いです。
50年を超える長期間、無災害継続のためご尽力いただい
た諸先輩に感謝申し上げるとともに、この受賞を機に改
めて安全の重要性を全員で理解し、「安全最優先」を合
言葉に無災害を継続してまいります。

以上
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